
動画でも視聴可能です

《シャンプー・リンス①》

Circulating Shampoo Machine
Ultra Fine BubbleAirbubb

〜エアバブ〜
®︎

続きは裏のページへ

※大型犬・毛量が多い子・汚れが多い子は、
泡立ちを見て液剤を追加する。

※【重要】前に使ったシャンプー水（リンス水）を
排出する為です。

※お湯は止めずに溜めながらシャワーヘッドを
持ち、ペットバスの外に向けておいてください。

※吸込みホースをペットバスの底に吸盤で固定し、
吸込み口が浸かるまでお湯を貯め続けます。　



動画でも視聴可能です

《シャンプー・リンス②》

Circulating Shampoo Machine
Ultra Fine BubbleAirbubb

〜エアバブ〜
®︎

※全身を濡らしてふやかすようなイメージです。 ※汚れや油分が多い箇所は、長めにシャワーを当
てて揉みほぐして頂くと洗い残しが少ないです。

【2シャン目（もしくはリンス・入浴剤）を行う際は①〜⑩の工程を繰り返す】

※リンス（トリートメント）のご使用
毛の多い子・毛の密度が多い子・抜け毛が多い子などは、

リンス（トリートメント）を循環させることをオススメします。
スリッカーの通りも良くなり、ブローの時間短縮にもなります。

短毛種や超小型犬などは通常の手洗いリンスでも構わないと思います。


